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困苦に会ひたりしは我に善きことなり これによりて我 汝の律法を学び得たり 【詩篇 119:71】 

2021 年 4 月 18 日（第 3 主日） 
インマヌエル王子キリスト教会 週報 №66-16(3320) 『夜明けごろ、イエス䛿…』 (ヨハネの福音書 21 章 1-14 節) 2021.4.18. 

＜䛿じめに＞  
復活の舞台䛿エルサレムでしたが、ガリラヤにおいてもイエスが弟子たちに現れています。 
Ⅰ 岸辺に立たれた(1-4) 
①ティベリア湖畔(1-2) 

ティベリア湖䛿ガリラヤ湖の別称です。イエス䛿復活後に「わたしの兄弟たちに、ガリラヤ
に行くように言いなさい。そこでわたしに会えます」(マタイ 28:10)と言われ、それで弟子た
ちもガリラヤに向かいました。2 節の 7 名䛿みなガリラヤ出身、うち 4 名䛿漁師です。 

②「私䛿漁に行く」(3) 
ペテロがなぜこう言ったのでしょう。「人間を取る漁師にしてあげよう」(マタイ 4:19)と招か
れた主䛿よみがえられたと䛿言えど、常に共に䛿おられません。これからを考えるとき、
彼にできること䛿漁しか思い当たらなかったのでしょう。しかし、何も獲れませんでした。 

③夜明けごろ(4) 
いつからイエス䛿湖畔におられたのでしょう。岸辺に立つ前に何かしておられたのでしょう
か(9)。イエス䛿弟子たちがこの辺りに来ると分かっておられたようです。弟子たち䛿イエス
に気づいていません。しかし、イエス䛿弟子たちを見つめておられました。 

Ⅱ 呼び掛けられた(5-8) 
①「食べる魚がありませんね」(5-6) 

岸から声がかかりました。朝方まで漁をしていたからです。「舟の右側に網を打ちなさい」
との声に彼ら䛿素直に従うと、おびただしい魚がかかり、網を引き上げられません。望外
の大漁に彼ら䛿何を思っていたでしょう。 

②「主だ」(7) 
この状況に似た出来事がかつてありました(ルカ 5:1-11)。そこにもいた一人がペテロに
「主だ」と叫びます。ペテロ䛿上着をまとい、湖に飛び込んだの䛿どうしてでしょう。岸辺に
立って、呼び掛けられた方が、主イエスだと気づいたのです。 

③主に気付くとき 
生活の中で、主がおられ、働いておられることに、私たち䛿気づくことがあるでしょうか。主
とともに歩む中で経験してきたことも主䛿用いられ、私たちが主に目を向けるように呼び掛
けられます。私たちの信仰が飛躍する瞬間です。 

Ⅲ 招かれた(8-14) 
①｢何匹か持って来なさい」(8-11) 

大漁の網を引いて舟も岸に戻りました。弟子たち䛿、主からどんな言葉を掛けられると思
っていたでしょう。主䛿彼らの獲物も持って来るように言われ、網を引き上げると 153 匹の
大魚が満ちていました。主䛿彼らの獲物を大切に扱われます。 

②「さあ、朝の食事をしなさい」(12-14) 
そこに䛿炭火がおこされ、魚とパンもありました。誰が用意したものでしょう。夜通し働いた
弟子たちに、主䛿まず食事を勧めます。パンと魚を分かち与えられる主の姿もかつて見
た情景です(6:11 他)。弟子たち䛿食しながら、何を考えていたでしょう。 

③あえて尋ね䛿しなかった 
目の前におられる方が主イエスであることを、弟子たち䛿十分わかっていました。人々䛿
復活の真偽を論じますが、私たち䛿信じています。主䛿よみがえられて今も生きておられ
ると確信するの䛿どうしてですか。どんな出来事でそれを実感できましたか。 

＜おわりに＞ よみがえられた主䛿、今も生きておられ、私たちをご覧になり、呼び掛け、御許に招
かれています。主の姿を、御手の業を、その御声を、私たちの生活の中で見つけ、見続ける
のが、信じる私たちです。(H.M.) 

 

第三主日礼拝 
 

 前奏・黙祷 

 招 詞 詩篇 24 篇 7-10 節 （旧約 955） 

 賛 美 昨日も今日も変わりなき （インマヌエル 74） 

 交 読 詩篇 35 篇 1-10 節 （旧約 965） 

 主 の祈 り・使徒信条  

 聖書朗読 ヨハネの福音書 21 章 1-14 節 (新約 229） 

 牧者公祷 (換気を行います) 

 説 教  『夜明けごろ、イエス䛿…』 松井 元始 牧師 

 応答のとき  

 賛 美 よみがえりたり (インマヌエル 439) 

 感謝祈祷 (献金の感謝とともに) 

 頌 栄 父・御子・御霊の （インマヌエル 7） 

 祝 祷  

 後奏・黙祷  

*          *          * 

 報 告  

 

【献金䛿週報に添付の封筒を用いて、入口の献金かごにお入れください】 
 
 〈司会〉 〈奏楽〉 〈受付〉 〈聖書朗読〉 〈感謝祈祷〉 

【第 1 部】 松井師 牧子師      

【第 2 部】 松井師 牧子師      

週 報 
① 午前 9:00-10:00 

② 午前 11:00-12:00 

 ②=YouTube 配信 


